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はじめに
　2年前（2011年1月）チュニジアで始まった民主化革命は、その国花にちなん
でジャスミン革命と呼ばれ、その後エジプト、リビア、中東に広がった。この
革命が起こるまでは、チュニジアは観光業界を除いてほとんど注目されてこなかっ
たが、急速にドミノ倒しのように他のアラブ諸国にも民主化運動の影響を及ぼ
したこともあり、その後の1年間に日本で多くの出版物が刊行され、チュニジア
の政治体制や社会情勢などが論じられるようになってきた。例えば代表的なも
ので、小野の「なぜ、チュニジアから始まったのか?」1では、教育水準や女性の
社会進出の高さ等からくる中間階級の厚さの一方で、若者の失業率の高さと政
治腐敗への反発から革命が生じたことを考察している。宮地の「中東世界の地
殻変動—チュニジアにおける民衆革命への動き」2では、筆者の長年のチュニジ
ア研究から来る経済、政治、社会、女性の地位への豊富な状況分析から今回の
革命を捉えている。私市の「ジャスミン革命の衝撃」3では、インターネット上
の市民社会、脱イデオロギーの観点からジャスミン革命を捉えている。中川は「革
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 1 小野安昭「なぜ、チュニジアから始まったのか?」『アラブ革命』現代思想、2011年4月臨
時増刊号、p159
 2 宮地美江子「中東世界の地殻変動」『アラブ革命』現代思想、2011年4月臨時増刊号、
p164
 3 私市正年「ジャスミン革命の衝撃」『アラブ革命』現代思想、2011年4月臨時増刊号
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命事始め—チュニジアとマグレブの動向—」4でチュニジアの独立以降の政治体
制を概観することによって今回の革命を分析し、福富は『中東・北アフリカの
体制崩壊と民主化』5で、フランス保護領時代からチュニジアの政治体制を丹念
に描き出すことによって革命に至る道筋を明らかにしている。山内は『中東 新
秩序の形成—「アラブの春」を超えて—』6の中で、チュニジアをオイル・マネー
という観点ではなく、購買力、携帯電話普及率、教育水準などの観点からアラ
ブで最も豊かな国として捉え、なぜ豊かな国から革命が始まったのかというこ
とを分析している。
　しかしながら時間とともに、チュニジアのその後は大国エジプトの陰に隠れ
てしまい、チュニジアの現状は報道されることはなくなった。革命後のエジプ
トやリビア、現在進行形のシリアの現状と、そしてそこから来るアラブ世界の
新体制が欧米やイラン・アフガニスタンなどにどのような影響を及ぼすのかが
今の話題の中心となっているが、本稿では、民主化革命の元となったチュニジ
アが、今どのような歩みを始めているのかを描き出すことを目的とする。
チュニジアのアイデンティティ
　チュニジアのアイデンティティは、アラブの一員であるとともに、カルタゴ
の国という意識がある。それはちょうどイタリア人が、アイデンティティの根っ
こにローマを持っているのと同じであるかもしれない。1985年カルタゴ市とロー
マ市が2200年を経てポエニ戦争の和解条約を正式に結んだことは、このことを
よく表しているだろう。
　カルタゴは紀元前800年、フェニキア人によって現在のチュニジアの首都チュ
ニス郊外のビュルサの丘に建国され、最盛期には現在のポルトガル、スペイン
 4 中川恵「革命事始め‐チュニジアとマグレブの動向‐」水谷周編著『アラブ民衆革命を
考える』国書刊行会、平成23年、p53
 5 福富満久『中東・北アフリカの体制崩壊と民主化』岩波書店、2011年
 6 山内昌之『中東 新秩序の形成‐「アラブの春」を超えて‐』NHK出版、2012年
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の大部分と、サルデーニャやシチリアなどのイタリア諸島部、モロッコ、アルジェ
リアの沿岸地域を含んだ地域を植民地とし、地中海の覇権を握る大国であった。
しかし紀元前3世紀頃、新興国ローマと3回にわたって死闘を繰り広げた後ロー
マに破れローマ帝国領となる。現在では、ビュルサの丘を中心とした古代カル
タゴの跡はカルタゴ市となり、大統領府もここに置かれている。今回のチュニ
ジアの革命で腐敗のシンボルとなったベン・アリ大統領夫人ライラは、「カルタ
ゴの女王」と皮肉って呼ばれ、大統領寄りの情報を報道していたテレビ局は、ロー
マと戦ったカルタゴの名将の名を取って「ハンニバル・チャンネル」と呼ばれ
ていた。また革命の発端となった青年ブアジージの焼身自殺を、カルタゴの司
令官ハスドルバルの妻の自殺になぞらえるチュニジア人研究者7もいる。ローマ
軍に包囲されたハスドルバルは、ローマに命乞いを申し出るが、その妻は生き
ながらえて屈辱を受けるよりは戦闘で燃え盛るカルタゴの火に身を投じる方を
選んだのである。イスラームでは自殺が禁じられているだけでなく、火葬も禁
じられているにもかかわらず、ブアジージはなぜ自らの体にガソリンをかけ火
をつけたのか。イスラームの観点からすれば、自ら地獄に落ちるのと同じである。
自らの生命を賭けただけでなく、あの世での生命を賭けた（天国に行くことが
できないかもしれない）ブアジージの行為を評して、一般的に言われている「貧
しさへの絶望から死を選んだ」というより「名誉のための死を選んだ」という
のがブアジージの心境に近いのではないかと思われる。
　以下、まずブアジージの死が着火点となった革命までを、歴史と政治を概観
しながら社会背景を捉えてみたい。
初代大統領ブルギバまで
　ローマ帝国領となったカルタゴは、395年ローマ帝国の東西分裂によりビザン
チン帝国領となり、7世紀にはイスラーム勢力にのまれ、数々のイスラーム王朝
 7 西谷修が「アラブの神なき『奇跡』」『アラブ革命』現代思想、2011年4月臨時増刊号、
p217でフェティ・ベンスラマの言葉を紹介している。
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が入れ替わったのちに16世紀末オスマン帝国の支配を受けるようになる。この
時代からベイと呼ばれる軍事司令官がチュニジアを統治するようになるが、19
世紀中ごろからチュニジアのベイは西欧化路線を採り、近代化政策を推し進め
て行った。同時に19世紀初頭から、ヨーロッパでは帝国主義の台頭とともに植
民地政策が始まり、隣国のアルジェリアがフランスの植民地となり、1881年つ
いにチュニジアはフランスの保護領となる。
　1907年、フランス支配からの独立を目指す「青年チュニジア党」が結成さ
れ、1920年「ドゥストゥール（立憲）党」に発展していったが、これが今回
の革命の矛先となった政権与党であるRCD（立憲民主連合Rassemblement 
constitutionnel démocratique）の基盤となった政党である。
　その後、フランスの植民地支配に対する反発運動が強まって行き、のちに初
代大統領となるハビーブ・ブルギバ（Habib Ben Ali Bourguiba, 1903−2000）は、
1934年「新ドゥストゥール党」を結成し、チュニジアの独立 をフランスに要求
した。独立運動の末、1956年チュニジア王国として独立を達成し、その後ベイ
制を廃止し1957年にチュニジア共和国となった。ブルギバは、シャリーア（イ
スラーム法）を廃止し憲法を制定して、徹底した世俗政策を推し進めた。公共
の場で女性のベールをはがし、ラマダーン（断食）月にテレビ放送の中で公然
とジュースを飲み、世俗化をアピールしたのは有名なエピソードであり、現在
もその様子をyou-tubeで見ることができる。
　ブルギバの初期の思想は社会主義に傾倒しており、イスラームだけでなくキ
リスト教会の教会財産を国有化するなど、宗教者にとっては生きにくい時代となっ
た8。イスラームにとっては、1957年イスラーム法による寄進財産制度の廃止、
1961年にはイスラーム教育機関である由緒あるザイトゥーナ・モスクを廃止し、
チュニス大学神学部に吸収させ今日に至っている
 8 オムリ・ブージッド「チュニジアにおけるカトリック教会‐1964年暫定協定をめぐって‐」『キ
リスト教と文化研究』第12号、2010年、p135
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第2代大統領ベン・アリとその逃亡まで
　今回の革命で国外逃亡したベン・アリ（Zine El Abidine Ben Ali, 1936−）大
統領は、独立後2代目の大統領である。ベン・アリは若い頃、ブルギバ時代の「社
会主義ドゥストゥール党」（「新ドゥストゥール党」が名称変更したもの）に入
党した。そして国軍に召集され、フランス、アメリカの軍事学校に学び、その
後国防相官房長官、国家保安局長官などを経て内務相となり、1987年にはブル
ギバから首相に指名された。そしてその数ヵ月後には、無血クーデターによっ
てブルギバを退陣に追い込み同年第2代大統領となった。無血クーデターと言わ
れているが、実際は、ブルギバが健康上の理由で大統領の職務を遂行できなくなっ
たと医者に診断書を書かせ、退陣に追い込んでいる。
　ベン・アリは急進的な世俗主義ではなく、個人の選択に任せた緩やかな世俗
主義を選び、キリスト教会やユダヤ教会に対しても寛容な政策を取るとともに、
イスラームに対しても、モスクに行ったり女性がベールをすることは個人の自
由に任されるようになった。ベン・アリの初期の政策は、国民の自由を保障す
る良いものであり、イスラーム系の政治犯に対しても寛大な措置を取り、アラ
ブの国で初めて「拷問等禁止条約」の批准国になり、1989年フランスから「民
主主義・人権国際賞」を贈られている。
　しかし、アルジェリアで原理主義が活発になったことから、原理主義に対し
て厳しく弾圧するようになり、次第に原理主義者だけでなく自分への反対勢力
も弾圧するようになって行った。しかしながら、原理主義弾圧の政策はアメリ
カやフランスをはじめとしたヨーロッパには好都合であり、ベン・アリの独裁
政権に目をつぶっていたことが明らかになっている。
　大統領の任期は5年で2選までという憲法の規定をベン・アリ自身が変え、5期
も大統領となった。選挙は国民の直接選挙で行われるが、いつも90%を超える高
得票で選挙の不正などもささやかれていた。
　再選を繰り返す中で、権力を自分に集中させ不正な富を蓄えて行ったが、特
に不正を働いたのは、ベン・アリの妻ライラの実家トラベルシ一族であった。
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　ベン・アリの妻ライラは、中卒で美容師学校に入り美容師として働いていた。
18歳でビジネスマンと結婚するが3年間の結婚で離婚し、その後、イタリアから
商品を輸入する仕事をしていたときに知り合った権力者のコネによって国営企
業で秘書として働くようになった。そしてベン・アリと知り合い、ベン・アリ
は当時の妻と離婚しライラと再婚した。
　ライラの兄弟が、民間セクターと国の重要なポストにつくようになり、利権
をむさぼるようになった。革命前すでに国民の間では、チュニジアで何かビジ
ネスをしようとすると一族がやってきて、その人たちを通さなければ仕事がで
きない仕組みになっていると言われていた。2010年日本とチュニジアの間で太
陽光発電のプロジェクトが締結されるが、この裏にはやはりトラベルシ一族の
利益が大きく関わっていたと考えられている。
　ライラは2009年アラブ女性機構のリーダーに選ばれ、確かにこの意味ではア
ラブ女性の地位を高めるのには貢献した。また、がん治療を向上させるための
機関設立や、病人や貧しい人に寄付するなどの貢献はしたが、一方で不正な富
を蓄えていた。ウィキリークスで暴露されたアメリカ外交公電の内容9は、大統
領一族の目に余る贅沢な振る舞いであった。アメリカ大使が大統領の娘婿の夕
食に招かれたときに目にしたのは、夕食の材料をフランスから空輸していたこ
と、ペットとして虎を飼っていること、そして、トラベルシ一族が不正な手を使っ
て自分たちのものにした数々の企業のこと、政治腐敗、警察を使って自分たち
を守るようになったこと、大統領の甥が、チュニジアの港に停泊していたフラ
ンス人実業家のヨットを盗んで、色を塗り替え証拠隠滅しようとしたことなど
が暴露されていた。
　大統領一族のこのような振る舞いや、政府の反対派の活動家を拘束している
ことは、筆者もかなり前から日本でいろいろな外国のwebサイトを通して知っ
ていたが、チュニジアに帰国した時に友人にその話をすると、どこで誰が聴い
 9 http://www.dna-algerie.com/interieure/wikileaks-dans-la-tunisie-des-ben-ali-et-des-
trabelsi-ce-qui-est-a-toi-est-a-moi-2（2013年1月5日閲覧、以下同じ）
http://www.youtube.com/watch?v=DMakjmirau4
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ているかわからないから黙っていた方がいいと忠告されたことを思い出す。
　フランスでは、大統領夫人とトラベルシ一族の腐敗を暴露した『カルタゴの
女摂政』（La régente de Carthage）が出版されるが、チュニジアでの販売は禁
じられ、大統領夫人はフランスの出版社を名誉毀損で訴えている10。またウィキ
リークスで大統領一族の腐敗が明らかにされ、国内のネット環境が制限されても、
海外に住むチュニジア人がfacebookなどを通じて情報を流し国民の知るところ
となり、不満が着実に溜まっていった。
　チュニジアの大学進学率は近年急速に伸び、1987年の6%から20年後の2007年
には35.2%となっている11が、それに伴う大学卒業後の雇用が不足していた。チュ
ニジアの今回の革命に関するインターネット記事のコメント欄に、チュニジア
在住のフランス人が、チュニジア人家政婦やタクシー運転手、ピザ配達人に大
学卒がいることに驚いたという書き込みがあったが、革命の発端となった人物
ブアジージと同じく大学卒でもそれに見合った職がない現状を見ることができる。
逆にコネがあり高額なわいろを渡すことができれば、能力や学歴がなくても良
い仕事につけるという事実があった。日本に留学しまともな研究をすることな
く帰国したチュニジア人留学生が、すぐに国の重要なポストについたこともあっ
た。このようなことがフェアではないと感じる国民、特に若い世代の人たちの
不満が鬱積した中で、今回の事件の発端の一つがあったと考えられる。
ジャスミン革命の発端と経過
　事件の発端は、チュニジア内陸の最も貧しい地域の一つであるシディ・ブー
ジッドでおこった。ムハンマド・ブアジージという26歳の青年が、父を亡くし、
大学を卒業しても仕事がなく母や弟妹を養うために道端で野菜を売っていたが、
2010年12月17日女性警察官が、ブアジージが道端で野菜売りをする許可を持っ
10 http://nawaat.org/portail/2009/10/03/la-regente-de-carthage-les-extraits-du-livre-
evenement-sur-leila-trabelsi-epouse-ben-ali/
11  http://www.tunisia.or.jp/（在日チュニジア共和国大使館ホームページ「主な社会統計・
教育」）
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ていないとして、野菜売りのための荷車や商売道具一式を没収した。ブアジー
ジは、道具を返してもらおうと警察署を訪れ抗議したが女性警官はわいろを要
求し、わいろを拒否したブアジージを殴り「出て行け!」（Dégage!） と言い放っ
たという。ブアジージは、怒りと絶望で、その日の夕方焼身自殺を図った。こ
の事件に関するほとんどの海外の論説は、商売道具を失ったブアジージが貧困
に耐えかねて絶望したという解説をしていたが、チュニジア人の心境としては
ハスドルバルの妻のように、失われた名誉を取り戻すというのがあったと思わ
れる。アラブの国の中では、男女平等が憲法で保証され、女性の国会議員の比
率12もアメリカや日本よりも多いチュニジアであるが、公衆の面前で女性に殴ら
れたあげく「出て行け!」と言われたのは、貧困よりも耐え難い屈辱であったに
違いない。しかも「出て行け!」と言われたことは、犬同然の扱いを受けたとい
うことである。不名誉なまま狭いコミュニティで生き恥を晒すよりは、たとえ
死んだとしてもカルタゴ人のように火によって自分の名誉を守ろうとしたので
あろう。
　火だるまとなったブアジージの様子はfacebookにアップされ、その日のうち
にシディ・ブージッドでデモがおこり、次の日には隣町のカスリンでデモがおこっ
た。どちらの街も失業率が高く貧しい地域であるが、女性警官から賄賂を要求
され殴られたブアジージの受けた侮辱への共鳴が、市民が独裁者から受けた侮
辱（不当な扱い）への共鳴となっていったのではないか。その証拠に、デモ参
加者は貧しい若い世代だけでなく、女性弁護士会などの高所得者にもデモ活動
が広がっていった。
　事態に危機感を抱いたベン・アリは、ブアジージを見舞い必ずフランスで治
療を受けさせると約束するが、約束が守られないままブアジージは1月4日死亡
した。ブアジージのいとこがその葬儀の様子を動画でfacebookにアップし、さ
らにチュニジア各地でデモが発展していった。フェイスブックやツィッターな
12 世界銀行の調べによると（2007〜2011）国会議員の女性比率は、米国17%、日本11%、
フランス19%、チュニジア28%である。
http://data.worldbank.org/indicator/SG.GEN.PARL.ZS/countries/1W?display=default
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どでは、若者たちは警察の目を欺くために隠語を使って情報交換をしていた。
　ベン・アリは事態収拾のため、2014年の大統
領選に出馬しないことを表明し、またインター
ネット規制を解くことや、食品の価格を下げる
約束をするが事態は全く収まらず、大統領の辞
任を求めるデモがチュニジア各地でおこり、11
日にはついに首都チュニスにも広がった。デモ
参加者が合唱のように口にしたのは、ブアジー
ジが女性警察官から投げかけられた言葉「出て
行け!」（Dégage!） であった。ブアジージの侮辱
を晴らすように、人々はベン・アリ大統領に向
かって「出て行け!」を大合唱したのであった。
　1月14日、ベン・アリは陸軍にデモ隊への発砲
を命令するが、陸軍トップの参謀長が拒否し、ベン・アリに国外に出て行くか、
ここに残り殺されるかを選ぶように迫ったと伝えられている。ベン・アリにとっ
て、側近が寝返ったことで国外に逃亡するしか選択の余地がなく、同日の夕方5
時頃に行き先を決めることなく大統領専用機ではなく民間機に乗りこんだ。出
国には、チュニジア大統領警護の下士官、リビアの警備、フランスの警備が付
き添ったという。
　革命後まもない1月20日カタールで開かれた「第1回知的科学シンポジウム—チュ
ニジアの民衆革命」13でドバイのアラブ政策研究センター長アズミー・ビシャー
ラ（Bishara Azmi）は、チュニジアの革命を予見していたということを述べている。
チュニジアは、アラブ諸国の中では高い就学率でミドルクラスの層が厚い国で
あること、また教育レベル、意識のレベル、社会的結束のレベル、連帯のレベ
ルは高く、アラブ諸国で最初の労働組合が結成された国であることを指摘して
おり、チュニジアは民主化の準備が整っていたと述べている。この労働組合とは、
今回の革命後の体制に大きな影響を及ぼしたUGTT（Union générale tunisienne 
13 http://www.dohainstitute.org/content/ef8b3d11-d9b0-4051-a98a-3862439d6737
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du travailチュニジア労働総連合）の前身である。チュニジアは、ブルギバ時代
にもこのような民主化に向けての運動があったが、政府が力で押さえつけてきた。
この時軍隊の指揮を取っていたベン・アリの功績が評価され、内務大臣そして
首相に抜擢され大統領にまでなったベン・アリであったが、皮肉にも今回の革
命で軍の離反によって失脚した。ビシャーラは、ジャスミン革命という名前は
フランスのテレビ局が名付けた名前で、ジャスミンという名前をつけることによっ
て革命を美化することになると反対している。そして今回の革命はパンと尊厳
の革命であるとして、輝かしい市民革命と讃えている。
　また同じシンポジウムでチュニジア人弁護士であり人権活動家でもあるシャ
ウキ・アル・タビーブ（Chawki Tabib）は、チュニジアの若者の識字率の高さが、
革命を成功に導いたとしている。確かに、facebookやtwitterなどを使いこなす
には単にコンピューターや携帯を持っているだけでなく、識字能力が必要である。
チュニジアはブルギバ時代、国家予算の30%を教育費につぎ込み、学校の建設と
教員養成に力を入れ識字率の向上に取り組んだが、国民を教育すると支配者が
危険な目にあうと、他のアラブ諸国から忠告を受けていたほどであった。
　チュニジアはヨーロッパのブランドメーカーの工場があり、繊維業も盛んであっ
たが、近年はより人件費の安い中国に工場の移転が進み、またリーマンショッ
ク以降の経済的な打撃もあり、より深刻な経済状況にはあった。しかしながら、
この革命は単に貧しい層から始まったのではなく、大学卒の高等教育を受けた
層から始まったこと、そして宗教とは何の関わりもない世俗的な革命であった
こと、さらには市民層の成熟を指摘することができるだろう。
　チュニジアでは、ジャスミン革命と呼ぶより「自由と尊厳の革命」と呼ぶこ
との方を好んでいる。独裁者の抑圧から解放され、生きるための基本的な権利
と人間としての尊厳を取り戻したいという思いが込められていると考えられる。
また、この頃（2010年8月）のチュニジアのfacebookの利用者は170万人、人口
が約1千万人に対して17%ということになる。当時日本の人口はチュニジアの約
12倍であるがfacebook利用者は135万人であったことを考える14と、かなりの比
14 http://www.socialbakers.com/facebook-statistics/tunisia
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率の利用があったということである。またfacebookの利用者の75%が18歳から
34歳の若者だった15ということからも若い層が中心となった革命であったことが
言える。
　革命の発端となった女性警官がブアジージにDégage（出て行け!）と言ったこ
の言葉が、チュニジアの革命の合言葉になったことは記述したが、これが普段
はフランス語を使用しないエジプトにも広がり、Dégageと書いたプラカードを
掲げてムバラクに退陣を迫った。また他のアラブ諸国のfacebookでも、自分の
プロフィール写真にチュニジアのデモの写真やチュニジア国旗を使用する人も
多くいたが、このことはインターネットを通じた共感が、アラブ諸国の若者を
これほどまでに連帯させたと言うことができるのではないだろうか。
　
ベン・アリのその後
　べン・アリ逃亡の報に接した時、筆者はチュニジア、フランス、イタリアの
ニュース速報を検索したが、ベン・アリは文字通り着の身着のままで飛行機に
乗り込んだらしく、燃料の準備ができていないため、マルタ島で給油したとか、
イタリアのサルデーニャ島で給油したとか、当時の情報も入り乱れていた。カ
ダフィがリビアに招待したという情報もあったが、ベン・アリは北アフリカに
はとどまりたくなかったようであり、フランスに亡命を打診するが、サルコジ
はフランスに多くいるチュニジア人を刺激するとして入国を拒否し、また中東
アラブ諸国も拒否し、最終的にサウジアラビアが受け入れた。一方ライラはド
バイからサウジアラビアのベン・アリに合流したということである。またライ
ラは、出国の際1.5トンの金を持ち出したとフランスのメディアが伝えていたが、
チュニジア中央銀行は持ち出したことを否定している。その後、スイスをはじめ、
アメリカ、フランスなどの外国のベン・アリの口座は凍結され、順次国が回収
し始めている16。
15 http://www.socialbakers.com/facebook-statistics/tunisia
16 http://www.aljazeera.net/news/pages/1424134c-c7b2-4076-b44c-2801dbba480e
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　ライラの親族33名は拘束され、トラベルシ一族の邸宅やトラベルシ一族が牛耳っ
ていた企業は暴徒化した民衆に破壊された。当時ネット上では、無残な残骸となっ
た邸宅や企業の画像が多く公開されていた。
　ベン・アリの側近であったムハンマド・ガンヌーシ（Mohammad Ghannushi）
首相は、電話で逃亡したベン・アリに、チュニジアに戻ってきても場所はない
と告げたという17。その後、チュニジア暫定政府からの要請でインターポール（国
際刑事警察機構）がベン・アリとその家族に対して国際逮捕状を発令し18、また
チュニジア政府は、サウジアラビアに対してベン・アリとライラの返還を何度
も要求するが、サウジアラビアはシャリーア（イスラーム法）以外の法律（国
際法、世俗法）を受け入れないため、今後も要請に応じることは難しいだろう。
　ベン・アリは一時、脳卒中のため危篤状態と発表されたが、健康状態は良好
であったようである。2012年5月、ベン・アリに武器や麻薬の所持、そして権力
乱用など18の罪状から、本人欠席のまま死刑が求刑された19。ベン・アリ一族の
財産は差し押さえられ、去年の暮れの12月23日から没収された資産の競売がチュ
ニス郊外のガマルタで開かれた。展示品は現在ホームページ20で確認することが
できるが、地中海を臨む豪華な複数のヴィラや、外国製の数々の高級車、絨毯、
宝石、服など、王侯貴族並みの生活をしていたことが伺える。
チュニジアのその後
1.政治情勢
　革命後、国外から重要な政治亡命者が帰国した。1月18日には、人権擁護団体
のモンセフ・マルズーキ（Moncef Marzouki）がフランスから帰国し、大統領
選への意欲を語った。また1月30日にはイスラーム政党のアル・ナハダのラーシ
17 19/1/2011 Al-Ahram
18 http://www.aljazeera.net/news/pages/6a592db3-c85b-4599-aef6-afec4f05a9e9
19 http://www.aljazeera.net/news/pages/1424134c-c7b2-4076-b44c-2801dbba480e
20 http://www.confiscation.tn/foire/fr/index.html
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ド・ガンヌーシ（Rashid Ghannushi）がイギリスから帰国し、ベン・アリ政権
下で長い間抑圧されてきたアル・ナハダを政治組織として回復させることが急
務であることを語っている21。
　1月14日大統領席が空席となったため、憲法56条によって首相ムハンマド・ガ
ンヌーシが暫定大統領となるが、空席理由が病気などで大統領が職をできなく
なったというのではなく逃亡であるため56条に当てはまらないとして、翌日憲
法57条によって、下院議員メバザア（Mebazaa）が暫定大統領に就任した。1月
17日新内閣（総選挙・大統領選挙管理内閣）の閣僚メンバーがムハンマド・ガ
ンヌーシ首相によって発表され、メンバーは野党や、民間人（女性の映画監督、
反政府運動のブロガーなど）からの登用もあったが、ベン・アリ政権のRCD（立
憲民主連合）の閣僚6人が留任したことから批判が出た。これに抗議してUGTT
（チュニジア労働総連合）の3閣僚が辞任を表明した22。1月20日から、チュニス
でベン・アリ政権から首相に留任しているガンヌーシの退陣を求めて数日にわたっ
てデモが起こり、27日にガンヌーシは辞任した23。
　3月7日旧政権の閣僚が一掃された新内閣が発足し、また、ベン・アリのもと
で秘密警察であった国家治安局が廃止された24。
　2011年9月1日から制憲国民評議会選挙の候補者名簿の届け出が始まるが、こ
こでの立候補者の要件は、23歳未満ではないことや旧政権下でRCDに所属して
いなかったことの他に、それぞれの政党の候補者の男女数は同数であることが
決められた25。選挙のキャンペーンは、チラシ、テレビでの特集、女性誌などの
雑誌などのいたるところで行われた。
　10月23日選挙が行われたが、公正な選挙のための手順に慣れていないために
選挙会場によっては、投票するのに1時間から5時間待ちであったということだ。
さらに開票にも時間がかかり、ようやく27日選挙結果が発表された。結果は、
21 31/1/2011 al-Quds al-Arabi
22 19/1/2011 Al-Ahram
23 18/2/2011 al-Quds al-Arabi
24 http://www.aljazeera.net/news/pages/64d77d76-cc05-4f35-a5b7-e22463c25758
25 2/9/2011 Al-Nahar
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制憲議会の定数217議席のうち、イスラーム政党である「アル・ナハダ」が90議
席を獲得し、第2位は世俗政党である「共和国のための会議党」で30議席、第3
位も世俗政党の「労働と自由のための連盟党」で21議席であった。全議席のう
ち49議席が女性であった26。勝利宣言をしたアル・ナハダのガンヌーシ党首は、
過激イスラームではなく穏健な民主主義を目指すことや、女性にベールを強調
するものではないことを説明した27。12月12日、制憲議会の投票で、マルズーキ
（共和国のための会議党）が大統領に選出された。マルズーキは、アル・ナハダ
党のジュバリ（Jebali）を首相に指名し、12月23日新内閣が発足した。大臣30名
のうち女性が2名、国家書記11名のうち1名が女性であった28。
　目下の課題は、新憲法の草案作りと2013年6月の大統領選と総選挙である。憲
法にイスラームの原則（シャリーア）を入れるとするアル・ナハダと、政教分
離を主張する世俗の党と対立しているが、アル・ナハダ党首ガンヌーシが、国
民の一致があってこそのチュニジア革命であるため、憲法ではシャリーアを入
れないと表明している29。しかしアル・ナハダの中には、シャリ−ア国家を要求
している党員もいるため、世俗派との対話を重んじているガンヌーシのリーダー
シップに注目が集まっている。2012年7月には、アル・ナハダの党首としてガン
ヌーシが再選したため、ここしばらくは穏健派イスラーム路線に落ち着くだろう。
次期大統領選と総選挙は、2013年6月23日とする連立内閣の三党合意が発表され
ている30。
2.社会情勢
　革命後の社会情勢は一言で言うと治安不安定であるが、警察国家でありいつ
も監視されていた状況から一転して自由になったため、なんでもありの状態になっ
ている。
26 http://www.aljazeera.net/news/pages/a1fada16-cd4d-4c83-b3c8-82c109b448c6
27 28/10/2011 al-Quds al-Arabi
28 26/12/2011 al-Quds al-Arabi
29 27/3/2012 al-Quds al-Arabi
30 http://www.alarabiya.net/articles/2012/10/14/243612.html
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　厳しく監視する警察が減ったため、交通違反、飲酒運転、交通事故が増えて
いる。自分たちの権利や要望をデモやストライキ、ブロカージュ（道をふさい
での抗議行動）という方法に訴えるが、それが行き過ぎて火をつけての抗議行
動や暴動になり、去年までは外出禁止令が頻繁に出される状態であった。
　特に厳格で過激なイスラーム主義者であるサラフィストによる抗議行動がチュ
ニジアの社会情勢を脅かしている。ブルギバ時代からベン・アリ時代までの「強
制された世俗」から一転して宗教の自由が保障されるようになったため、穏健
なイスラーム主義だけでなく過激なイスラーム主義も台頭してきたのである。
酒を販売している店やレストランを攻撃したり、ニカーブ（全身を覆う衣装）
姿の女子学生を入学登録や試験を拒否した大学責任者に対して暴力を働いたり、
展覧会を攻撃したりなどである。展覧会では、出品されている作品の中に、イ
スラームとして容認できないものが含まれているという理由であった31。
　また、チュニジアに数多くある聖者廟32や初代大統領ブルギバの墓所を破壊し
ている。ブルギバは世俗化を推し進めため、サラフィストからの攻撃の的になっ
たということであるが33、聖者廟への攻撃は、神以外に祈りの対象となる存在が
許せないことから攻撃対象になったのだろうと考える。これに関して文化省が、
チュニジアの伝統的文化遺産を破壊するものとして批判している。
　去年9月、預言者を冒涜したアメリカ映画に対して、アメリカ大使館やアメリ
カンスクールを攻撃し、警察官に死者が出ている。この時マルズーキ大統領は、
サラフィストの行動は革命によって我々が得た自由や権利を脅かすものであり、
チュニジア政府はこれに対して断固とした措置をとるというサラフィストを批
判する声明を出している34。
　無論悪いことばかりではない。町の公共施設や商店からベン・アリの肖像画
は消え、ベン・アリ大統領就任日であった11月7日を冠した広場や道路などが、
31 http://www.tunisienumerique.com/des-salaf istes-envahissent-la-galerie -
%E2% 80%9Cprintemps-des-arts%E2% 80%9D-au-palais-el-ebdellia-a-la-marsa/129056
32 14/5/2012 al-Quds al-Arabi
33 http://www.aljazeera.net/news/pages/0fc32462-14b4-4b75-abac-79f2ec6ed760
34 15/9/2012 Al-Arabiya
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革命の日である1月14日に変わっていった。そして何よりも今国民が手にしてい
るのは、言論の自由である。政府への不満も公然と言うことができる。議会で
も自由に発言できるため、議会で言いたいことを言ってなかなか収拾がつかな
い状態であるが、真の民主的議会を歩み始めた証拠ではないだろうか。
　去年1月14日革命1周年記念日が祝われたが、マルズーキ大統領は、革命日を「革
命と青年の記念日」（Fete de la revolution et la Jeunesse）とすること、そして
決して後戻りはせず民主主義尊重の体制を構築していく決意を語った35。「革命
と青年の記念日」という名称から、青年が革命の主役であったことを表してい
ることがわかる。
　折しもその年の冬は、大雪と洪水の自然災害
に見舞われた。その上、物価の上昇、失業率の
さらなる悪化が市民の生活を直撃しているが、
去年5月に行われたアンケートによれば、チュニ
ジアの将来について楽観的に捉えている人が半
分以上（65.5%）いることが分かった36。
　驚くべきことに、ベン・アリやライラを風刺
した動画が革命後すぐにyou-tubeにアップされ
ており37、チュニジア国民は徐々に自由を感じ始
めたのではなく、ベン・アリ逃亡後すぐに手に
した自由を表現しているようであった。またカ
ルタゴやエル・ジェムの古代ローマ時代のコロッ
セオでは、国際音楽フェスティバルやジャズフェスティバルが革命後数カ月か
ら通常通り催されたことや、革命の年にチュニジア革命のドキュメンタリー映
画がカンヌ映画祭に出品されたこと、そしてデパートやスーパー、商店では、
日本と同じように洋菓子メーカーの商戦にのって、バレンタインデー、復活祭、
35 15/1/2012 Al-Nahar
36 6/5/2012 La Press en Tunisie
37 http://www.youtube.com/watch?v=XHya2xHA5qw
映画「もう恐れはない」
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ハロウィーン、クリスマスの飾りつけがされ、人々はパーティを楽しんだので
ある。革命で少なくはない命の犠牲を払い、国内はまだ不安定ではあるが、人々
は日々の生活を楽しんでいるのである。その昔カルタゴが、ローマとの戦争で
幾度も廃墟となっても短期間で蘇ったのと似ているかもしれない。革命後、激
減していた海外からの旅行者は、去年の夏にはすっかり元のように戻った。
おわりに
　チュニジアの革命後の過程を見てきたが、チュニジアの革命とともに革命の
成功例として引き合いに出されるエジプトの革命との相違点を確認しておきたい。
まず、チュニジアの革命は地方主導型であったことである。岩崎38も指摘してい
るように、今回のエジプトの革命はカイロが中心となり地方に波及したのに対
して、チュニジアはシディ・ブージッドという南部での貧しい農村での抗議運
動が周辺の農村に広がり、最終的に首都チュニスに及んだのである。このこと
はチュニジアでは首都圏だけではなく地方の住民までもが市民として成熟して
いるということを表しており、農村であったとしても地方として自立している
ということが言えよう。
　第2に、チュニジアの軍隊は中立であるということである。去年4月、軍隊自ら
が議会の監督を求め39、10月には軍の管轄である内務省が中立を宣言している40が、
ベン・アリが逃亡するきっかけとなったのは、軍が大統領の命令を拒否したため
である。既にこの時チュニジア軍は中立であったのである。エジプトも革命の際
には市民の側に立ち、大統領に辞任を促したのであるが、今なおエジプト軍は権
力を持ち、また今後も既得権を温存する方向で動いている。チュニジアでは革命
後は軍の人気が高まり、去年の軍隊志願者が例年の5倍くらいに増加したという
ことである。
38 岩崎えり奈「「革命」と農村」『アラブ革命』現代思想、2011年4月臨時増刊号、p130
39 http://www.alarabiya.net/articles/2012/06/08/219407.html
40 13/10/2012 al-Quds al-Arabi
